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珪酸塩液滴の急冷物であるコンドリュールは、始原的な隕石であるコンドライトを特徴づける主要な構成物で

ある。コンドリュ－ルは前駆鉱物粒子が加熱・融解されて形成されたと考えられているが、その加熱プロセスにつ

いてはわかっていないことも多く、これまでに様々な研究がなされてきた。近年、X 線 CT 装置を用いた研究から、

コンドリュールの 3 次元構造が明らかになり、コンドリュ－ル中には少量（3 vol.%以下）ではあるが普遍的な空

隙の存在が確認されている[1]。この空隙も珪酸塩・金属鉄・硫化物などの物質とともに、コンドリュ－ルを構成

する重要な要素であると考えることができる。     

本研究ではこのようなコンドリュ－ル中の空隙の生成条件を明らかにするために、その再現実験をおこなった。

出発物質にはカンラン石（Fa100 : 67.8 wt.%）、斜方輝石（En39.2 : 17.5 wt.%）、単斜輝石（Di93.3 : 3.3 wt.%）、

斜長石（An75.0 : 11.4 wt.%）の鉱物粒子の混合物を用いた。そのバルク組成は、使用する炉の最高温度（~ 1500℃）

を考慮して、コンドリュールの組成を参考にした鉄に富む組成（FeO ~ 50 wt.% [2]）を採用した。50μｍ以下の

サイズの各鉱物粒子を約 30 mg のペレットにし、Pt ワイヤーにつるして 1 atm の縦型電気炉内で加熱した。炉内

の酸素分圧は H2 と CO2 の混合ガスを用いて、Iron-Wustite buffer curve より log スケールで 0.5 低くした。一

定の温度（1120-1240℃）および時間（≦1 時間）で加熱後、炉から取り出してすぐに水の中に入れて急冷した。

得られた各サンプルは、X 線 CT 装置（日鉄エレック製 ELESCAN ）を用いて 3 次元構造の観察を行った（1 画素は

最小で 3.516μｍ×3.516μｍ、スライス厚は 5.625μｍ）。その後、サンプルを樹脂に埋めて研磨薄片を作成し、

SEM-EDS（JEOL : JSM-5510LV + JED-2300）を用いた観察もおこない、生成物の相同定と CT 画像との比較をおこなっ

た。 

得られた 3 次元 CT 像について 2 値化などの画像処理を行うことにより、サンプルの固体部分と空隙を認識し、

空隙率、空隙の連結度[3]とそのサイズ分布を求めた。空隙は 3 次元的にサンプル内部に閉じたものについて認識

し、連結している空隙は 1 つの空隙とみなした。一定の加熱時間（20 分）において、空隙率は低温では 30 vol.%

程度であり、高温になるほど低下した（0 vol.%）。連結度は低温では非常に小さいが、高温になるほど大きくなっ

た。空隙のサイズは低温では小さく、中温で最大となり、高温ではまた小さくなった。空隙数は低温では多く、高

温ほど少なくなった。空隙のサイズ分布の解析や、加熱温度を変えた実験についても、報告する予定である。 

現在のところ 1atm 下ではコンドリュール中に確認されたような空隙の再現はできていない。今後 1atm 下で加

熱条件を変えるだけでなく、低圧下での実験も行い、コンドリュール中の空隙の生成条件を明らかにしたい。 
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